
 

   

  

 

 

 

 

「Diverse yet One ～ 多様でありながらひとつ ～」  

学年副主任 吉村 夫佐 

          
 55年ぶりに日本で開催された万国博覧会が、1週間前に閉幕しました。158の国と地域から様々な未来社会のデザ

インが展示され、多くの来場者を集めました。直接足を運んで観覧した人も、メディアを通してふれた人も、世界の広

さを改めて感じる機会になったのではないでしょうか。 

 さて、ここで問題です。下に記載したのは、英語コミュニケーションⅠの教科書 Lesson1～6 で学んだ国々で、万

博参加国でもあります。それぞれどの国か考えてみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     

 

 

いかがでしょうか。Lesson7以降も  や  など様々な国々が登場します。これからも世界に目

を向けて、多くを学んでいきましょう。また、49回生全員が、「多様でありながら一つ」にまとまって学校生活を送る

ことを期待しています。 

※問題の正解は、１段目左端からスウェーデン王国→ルワンダ共和国→エジプト・アラブ共和国、 

２段目 は左からベルギー王国→コンゴ民主共和国→中華人民共和国です。 

 

 

  

 

 

 9月10日（水）の6限に大阪教育大学の篠崎文哉准教授に来校いただき、英語学習講演会「世界とつながろう-外

国語の重要性と学び方-」という演題でご講演いただきました。篠崎先生は、相生高校のご卒業ということもあり、生徒

たちによりわかりやすく丁寧にご講演いただき、生徒たちにも大きな刺激となったようでした。 

 

                                           1組 男子 

 日本語と英語には、どんな関係があるのか、なぜ英語を学ぶ必要があるのかなど英語についてよく知ることのできた講

演会でした。日本語を母国語としている日本人にとって、英語を習得するのは、そもそも難しい、だから勉強していると

きに間違えるのは当たり前で、その間違いを正していくことがとても大切だという事を聞き、とても共感しました。世界

に飛び出さなくても、在留外国人の方々が増えているこの時代、英語を使えるようになることは必須になる事を聞き、改

めて英語を学ぶ大切さを感じることができました。大切さだけでなく、どのように勉強すればよいか、勉強のコツなども

知ることができたので、ここで学んだことを生かし、また重要視されていた「音読」をしながら、頑張って勉強していき

たいと思います。 
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                                           2組 女子 

 翻訳機を使えば、会話はできるし、通訳などを目指しているわけでもないので、英語はそこまで大切ではないと思って

いました。私は、英語が必要な場面と聞いて、道案内をするくらいしか想像できませんでしたが、英語の動画や映画を見

るとき、議論をするときなど翻訳機を使う暇のないような場面もあるので、話せるようになった方がいいなと思いました。

英語の勉強については、私は単語を書いて覚えることが多く、単語の意味は分かっても、発音や文法を理解することがで

きないということがありました。勉強法として、文章を音読することで、発音がわからない単語を見つけることができた

り、文章の流れから文法も理解しやすそうだと思ったので、実践していきたいです。これからの人生で外国人の方々と関

わる機会もあるかもしれないので、その時にスムーズに話せるようにこれからも英語を学んでいきたいです。 

                                           3組 女子 

 私は、今日の講演会を聞かせていただいて、新しい知識を増やすことができました。今までは「なんで英語を学ばない

といけないんだろう」とか、「たくさん言語がある中で、なぜ英語なんだろう」と思いながらも、授業であるから仕方な

いかと学んできました。なので、今日の講演会の内容は、まさに私が思っていた疑問を解決してくれる内容ばかりで、驚

きつつ、なるほどと思うところがたくさんありました。5人に１人が英語を使ったり、学んだりしていると聞き、そんな

にたくさん使っているなら、簡単な会話でもいいからもコミュニケーションをとれるようになりたいと思い、勉強を頑張

ってみようと決めました。勉強法の「音読」は、ただ読むだけではないと聞き、難しそうだと思いましたが、確かにそこ

までできれば確実に英語力を伸ばせそうだとも思いました。少しでも英語が得意教科になるよう、勉強のやり方も工夫し

ていこうと思いました。 

                                           4組 女子 

 私は今日の講演会を聞いて、英語との向き合い方が変わりました。今までは、「嫌い」「苦手」といったマイナス思考ば

かりでしたが、多くの人とコミュニケーションをとってみたいと思うようになりました。コミュニケーションをとるため

には、英語力を上げることが目的になるのではなく、「どんな会話をしたいか」というビジョンが継続的なモチベーショ

ンに繋がるのだと感じました。私はよく失敗を恐れて前に進むことができません。篠崎さんは失敗を恐れない姿勢の大切

さを強調されており、完璧を求めると成長を止める原因になるかもしれないと語られていました。私もそれを聞いて、積

極的に間違えることを恐れずに実践していこうという前向きな気持ちになれました。私はスピーキングの練習に慣れてお

らず、英語を音としてとらえることができていません。だからこそ、今から習慣化していけるよう、毎日少しずつ取り組

んでいこうと思いました。英語を通じて、人とつながる喜びを感じ、言語の背景にある文化や価値観なども理解し、楽し

く学んでいきたいと思いました。 

                                           5組 女子 

 英語はコミュニケーションをとる上で大切であり、使用している国も多いため、今後色々な場面使える可能性があると

わかりました。私自身は、翻訳機など使えば済むのではないかと思い、英語はそこまで必要ないと思っていましたが、講

演会を聞いて、改めて必要であると思いました。英語学習は「U字型曲線」といって最初と最後は間違いが少ないけれど、

真ん中の時期には間違いが多くなることを知りました。だから、今はテストであまりいい点が取れていませんが、最後ま

でがんばろうと思いました。そして音読が大事で手本を聞きながら「チャンク」を意識して読み、意味も深く考えながら

取り組んでいこうと思いました。英語を勉強する必要性、勉強法を教えてくださった篠崎先生、ありがとうございました。 

 

 

 

 明日から中間考査が始まります。もう準備は完了ですか？ 良い準備が良い結果を生みますよ。 

                  ＊24日の試験終了後は、学部別ガイダンスが３、４限目に予定されています。 

   

今
後
の
予
定 

１0/21（火）～24（金） 中間考査 

10/29（水） 車椅子体験講習会（放課後） 

 

11/1（土） ベネッセ記述模試 

11/7（金） いじめアンケート配布（10日回収） 

11/12（水）相高生フォーラム（6限） 

       通学路清掃（放課後） 

 

10月21日（火） 10月22日（水） 10月23日（木） 10月24日（金） 

1限  2限 ３限  1限  2限 1限 2限 ３限 1限 2限 

現国 公共 数学Ⅰ 物理基礎 
英コミⅠ

(60分) 
論表Ⅰ 歴史総合 生物基礎 数学A 言語文化 


